学会抄録 by 三村,孝一 et al.
-308- 千葉医学会雑誌 第37杏
第 374回千葉医学会例会
第一外科教室例会
昭和 36年 11月 23日 於干葉大学医学部附属病院第 2講堂
、1. 1主道癌被覆性穿孔の 1治験例
君津病院若山芳雄，  0渡辺 顕
58才，男子，職下障害を主訴とし，レ線検査ιょ
り胃噴門より食道下部に陰影欠損をみ，食道噴門癌
の診断のもとに開腹した。
食道下部後壁左側l乙約小指頭大の被覆性穿孔あ
り，同部に小膿蕩を認めた。腫癌は噴円部全周lζわ
たり胃内腔へ突出し，狭窄著明。食道噴門癌として
経腹腔的に食道下部，胃全別を施行し，食道十二指
腸端々吻合した。
病理組織学的には扇平上皮癌であり，食道広原
発，胃部へ浸潤したものであった。
穿孔膿蕩形成があったので縫合不全を心配した
が，術後経過良好，治癒退院した。 
術後の逆流性食道炎，貧血，肝障害などは殆んど
認められなかった。食道癌被覆性穿孔の手術治験例
の報告は，文献上見出しえなかったので， 1手術治
験例として報告した。 
2. 当教室における先天性胆道閉塞症例
第 1外科横山孝一，  0真島吉也
昭和 31年以降の当教室における先天性胆道閉塞
症 8例中手術施行 4例，非施行例 4例であった。臨
床症状は黄症，白色便，肝腫，牌腫が見られ，血液
検査は軽度より相当程度の貧血あり，肝機能はあま
りおかされていない例も見られ，糞便はビリルピン
(ー)，尿はウロピリノーゲン(ー)，ピリノレピン(+)
であった。叉乳児の黄症で鑑別を要する疫患を上
げ，鑑別点を上げ考察を加えた。手術施行例中 2例
は総胆管十二指腸吻合術を行い。 2例は手術不能で
あった。手術可能例はいずれも死亡し肝の組織学的
検査で高度の肝細胞変性が見られた。このような肝
機能不全の来る前に診断のっき次第早期 (2月から 
3月間)に手術を行うべきである。 
3. 肝嚢腫の 1例
第 1外科武田清一，  0東紀男，
横山宏， 藤田昌宏
上腹部膨満感を主訴とし，発熱，右季肋部激痛等
の病歴を有する 52才女子の非寄生虫性多発性肝嚢
腫の 1例を報告する。 
横隔膜の著明な挙上，軽度の静脈怒張，肝腫を呈
していたが，血液，尿便，十二指腸液検査，肝機能
検査は正常であり，試験的開腹術により多発性肝嚢
腫と確診された。嚢腫には穿刺を行なった。
考察として，本邦報告例 121例を中心として，肝
嚢腫の年令，性別発生，症状，肝機能発生部位，組
織学的所見，合併症，予後，療法を論じた。
4. 当教室に於ける胆道悪性腫蕩
第 1外科岩崎勇，海保充，  
0長谷川雅朗，市村公道
最近 7年間に胆嚢癌 9例，胆管癌 13例を経験し
た。
胆嚢癌は高令な女子に多くみられ，その殆んどが
悪性腫蕩特有の症状をもって来院している。.22例中
治験例は 2例であった。 4例が胆道系疾患の既往歴
を有し，その各時期比おける充分な検査及び治療を
なすべきであったと思われる。
胆石症でも高令者では自覚症状は比較的すくな
く，悪性腫湯例との鑑別は症状をもってはかならず
しも容易でない。
また，肝機能も胆管結石症ではかなり障害されて
いるものが多く，鑑別は難かしい。
したがって，教室で行っている経肝的胆のう胆管
造影法を早期に行い，手術の適応を決定しなければ
ならない。 
5. 小児にみられた胆道良性腫蕩の 1例
第 1外科三村孝一，  0松山迫也，
鈴木英弘， 川名正義
胆道の良性腫蕩は稀な疾患であるが，最近教室に
於て，総胆管lζ発生せる乳頭腫を経験したので，報
告する。
症例。患者は 5才の男子で，黄症，発熱を主訴と
して入院，高度の肝腫大，小鶏卵大の胆嚢様腫癌を
触れ，諸検査から高度の肝機能障害を認め，また経
皮的胆嚢造影により，総胆管に拡張と陰影欠損を認
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め，結石の認められぬととから，総胆管腫蕩を疑い
手術を施行した。総胆管は粘膜が乳頭状に増生し
て，小児手掌大K及び，胆嚢総胆管を含め腫療を切
除した。組織学的には，異型性像の全く見られぬ乳
頭腫であった。術後黄症肝機能の著明な改善が見ら
れ退院した。現在経過観察中である。
考察。本疾患の極めてまれなととは，本邦にて 2
例，外国lとても Chuが全世界の文献から， 55例を
集めているにすぎないととからも明瞭である。統計
では腺腫乳頭腫が多く，総胆管に多く発生を見る。
6. 最近経験せる牌腫
国吉病院尾本芳次，  0秋岡武承
最近  4年間国吉病院において  4例の牌腫を知見
した。溶血性黄痘 1例，パンチ氏症候群第  1期 3
例。性別では男性 2，女性 2。溶血性黄痘の 1例は，
発病後 7年，易問卑後 1年I乙て死亡。貧血，黄症，牌
腫が著明，肝機能障害中等度，ハイマンスパンデル
ベJレヒピリ jレピン定性試験，直接反応陰性，間接反
応陽性，輸血  1万 cc以上，老人性肋膜炎が直接死
因。パンチ氏症候群の 1例は，貧血軽度，別牌後，
貧血依復，術後経過良好であったが， 1年後，めま
い，全身倦怠感生じ，軽度の肝障害が認められた。
パンチ他の 2例は経過良好。溶血性黄症，パンチ
共，別牌が良いとされるが，パンチ氏によれば，手
術死亡率は，パンチ症候群第 1期で 0%，第 2期で
16%，第 3期で 30%と報告しているが，今後の観察
を続けて行きたい。
7. 良性転移性甲状腺癌に伴った回盲部癌の 1症
例
第 1外科  O木暮順一，明石泰雄
北方勇輔
患者は 64才，女子，昭和 34年 10月右側頭部の
急速に増大した持動性ある手拳大の腫癌を主訴とし
た来院，摘出の結果，甲状腺の組織像を呈した。甲
状腺lとは腫癌を認めず， 131J摂取率，シンチグラム
なども異常なかった。術後の経過良好で，放射線治
療を行い，同年 12月退院した。昭和 36年 11月右
下腹部腫癌に気付き再入院，回盲部癌の診断で結腸
右半切除術を受けた。組織学的には単純癌であっ
た。術後の経過良好で同年無事退院した。
頭部における甲状腺組織につき，文献的lと考察し
た結果，良性転移性甲状腺癌と考えられる。叉回盲
部の転移癌についての考察と，症例の組織像(回盲
部癌〉の検討により，本症例は重複癌と見倣してよ
いと思われる。 
8. 肺動静脈痩の 1例
第 1外科野口照義，榎本勝之， 0岩崎勇，
太田幸吉，兼巻和一
肺動脈凄は，外国では既に多数の報告をみている
が，本邦で、は僅か数例に過ぎない。最近レ線による
右肺下野の異常陰影を主訴として，当教室を訪れ，
肺腫蕩の疑いにて開胸，肺動静脈痩で、あった症例を 
経験したので、報告し，文献的考察を加えた。
症例は 23才の男子で，家族歴では特記すべきも
のがない。就業以前より顔色が悪かったが，チアノ
ーゼと云う程ではなかった。 6才頃，指の太鼓援様
変形を指摘され，心疾患の疑いをおかれた。しかし
以後特に自覚症状はなかった。 22才健康診断で右肺
下野の異常陰影を指摘され，約 2年間抗結核剤の投
与を受けたが陰影K著変なく当科l乙来院した。諸検
査の結果，肺腫蕩の疑いにて開胸，右下葉切除術を
施行した。手術時所見及び切除標本の検査に依り，
肺動静脈痩である事を確認した。 
9. 当教室における横隔膜ヘルニア
第 1外科今井利和，  0小林富久，
千野宗之進
昭和 31---36年の聞に当教室で経験した 4例の横 
隔膜ヘルニアの症例と，その文献的考察について報
告した。 
4例の中 2例は食道裂孔ヘルニアで， 2例が胸膜 
裂孔ヘルニアである。
横隔膜へ Jレニアは，術前胸部症状と腹部症状とが
重なり全く不定で、ある。
従って誤診が多く，食道裂孔へ Jレニアは胸部単純
撮影のみでは心臓の陰影と重なり，診断が難しく，
胸部に明らかに陰影を認めうる胸腹裂孔へ Jレニアで
も肋膜炎と間違えられている。
故にこれらの診断を確実にするためには，疑いの
ある患者には'.積極的に胃腸透視造影，食道鏡検査
が必要である。 
10.吐血を主訴とする外傷性横隔膜ヘルニアの症
例
第 1外科石川 昌，相楽恒俊，
藤本茂，藤井武夫
症例は 39才男子，全身打撲後吐血，呼吸促迫，血
